
 

 

 

○ 友達や先生と夏の遊びをたっぷりと楽しもう。 

・ 水の心地よさや素材そのものの感触を全身で感じながら遊ぼう。 

・ 身近な夏の自然や育てている野菜に触れ、親しみをもとう。 

 松前幼稚園の特色のひとつに「まさきっこ農園」があります。自分たちで種や苗を植えて、水やりをしたり草引きをしたり石拾い

をしたりと世話をし、収穫をして、園や家庭で食べるという一連の流れの中で、作物の育ち方に気付いたり、生長や収穫の喜びを感

じたりと子どもたちにとってたくさんの経験と学びをもたらしてくれています。 

  

 

保育のねらい 
 

  

～７月はこんなふうに過ごしたいな～ 

 

～体験の中の学びを大切に～ 

 

いきいきまさきっこ ７月号 

 

○ いろいろな素材や用具を遊びに取り入れ、試したり工夫したりしながら夏の遊びを楽しもう。 

 ・ プールでのいろいろな体の動きや感覚を楽しみながら遊ぼう。 

 ・ 友達とアイデアを出し合って一緒に活動する楽しさを味わおう。 

 ・ 自分たちが育てた野菜の生長や収穫を喜び合い、食べ物への関心をもとう。 

 

つき組 

ほし組 

たんぽぽ組 

  

  

 先日は年長児が、まさきっこ農園で収穫したタマネギとジャガイモを「じゃがねぎやさん」と

して販売しました。この野菜販売は、いつもの農園活動とは大きく違う経験を子どもたちにさせ

てくれます。『本物のお金を使ったやりとり』です。本物のお金を扱うということは、きちんと

買う物の値段と支払ってもらう金額を対応させなければいけません。「タマネギひとつ２０円、

ジャガイモ１袋２０円だから…」と一生懸命数え、たくさんお客さんが来てくれるうちに、少し

ずつ『５つ買う時は１００円になる』ということが感覚的に分かってきた子もいました。こうし

た体験が、小学校以降の算数などの学習にもつながっていくの 

だなと実感させてくれました。また、買いに来てくださった保護者の方の中には、あえておつりが

出るように支払ってくださる方や、1 円玉や５円玉を使ってくださる方もいて、なんでもスムーズ

にいくように大人が準備しすぎてしまうのではなく、上手くいかないことこそ子どもたちの大切な

体験と捉えてあえてその状況をつくってくださることに驚きました。保護者のみなさまのご協力の

おかげで、子どもたちはとても貴重な体験をすることができました。ありがとうございました。 

翌日には、子どもたちと売上金を数えて確認しました。この時 

も、実際にお金を見て触れて数えることで、１０円玉が１０個で１００円になることや５０円玉

が２個で１００円になることなどを感じ取っている様子が見られました。売上金は合計でなんと

２７４０円！たくさんのご協力をありがとうございました。自分たちが働いて得たお金を、何に

どのように使うか…子どもたちの思いを聞きながら、有意義な使い道となるよう相談していきた

いと思います。                           

令和５年７月５日  松前町立松前幼稚園 

○ 先生や友達と一緒に夏ならではの遊びを存分に楽しもう。 

・ 水・泥・砂など身近な素材に触れながら、友達と一緒に思いを出し合って遊びを楽しもう。 

・ 簡単なルールや約束を守りながら、安全に楽しく遊ぼう。 


